
●　内山　明さん（札幌市北区、 歳）

　

　現在日本の社会は高速化と複雑化が進行し情報が氾濫している。一

方、日本の伝統文化は間 ま と余白に豊かな意味を見いだす文化であ

った。そこであらゆる物体と状態への新しい評価指標である「余白

率」を提案したい。

　導入例を２点挙げてみよう。

　ある企業では従業員の事故が相次ぎ、職場の「余白率」を計算した

ところ、 ％であった。そこで３時のティータイム休憩を導入したと

ころ、「余白率」が ％へ上昇したと同時に、事故が減少した。

　都市Ａは人口と建築物の密度が高く、都市の「余白率」が ％であ

る。都市Ａに住むＢさんは気分転換のため旅行に行くことを考え、山

間部に位置し「余白率」が ％の観光地Ｃを旅行先に選んだ。

　これまで漠然と「窮屈だ」「ゆとりがある」などと感じていた物事

が「余白率」という指標で定量化される。「余白率」を意図的に増減

させることで心身ともに健康的な生活が可能になる。
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中尾和正さん（東京都北区、６３歳）
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　 年、少子高齢化社会が頂点に達
し、老人福祉施設と労働力が大量不足の
時代に突入。貧富二極化が進み、厚生年
金が出ない個人事業主や職人達の高齢化
が問題に。保証人がいない高齢者は賃貸
住宅に住めず、労働力不足なのに働きた
くても仕事がない老人が激増。この問題
解決策として 世紀型コミュニティ住宅
を提案する。職人や農家の知識と経験を
活かした「マイスター・ハウス」であ
る。まず、一芸に秀でた老人マイスター

達にコミュニティ住宅をシェアしてもら
う、次に技の継承者 若中年 の入居で脇
を固める。絵手紙の先生、陶芸・木工・
染色職人、裁縫編物のプロ、花や野菜・
果物づくりの経験者、佃煮やジャム等食
品加工の経験者、パンやケーキ職人、調
理師達がノウハウを競うコミュニティ・
ハウスとする。引退後の個人技を集結復
活させる。働き甲斐こそ生き甲斐。住宅
部に隣接しアトリエ兼作業場 農園 直売
ショップ兼おばんざい食堂を設置する。

　私は、「音のしん動で発電」というテーマを作
り、この絵を書きました。音のしん動は、音の音量
で決まるので、小さい音でも発電できます。例え
ば、風の音。台風ではなくて普通にふいているちょ
っとした風でも発電できます。また、ごはんを食べ
る音、本をめくる音でもできるため、ごはんを食べ
る事や本を読む事を忘れることなく、楽しみとして
できると思います。
　一番心が豊かになると思ったのが、会話です。会
話だと、声で発電できるので、会話の楽しみが増え
ます。一番考えたのは今から十六年後の未来です。
私は二十七才、おばあちゃんは九十才。九十才にな
っても一緒に会話ができたら、おばあちゃんはうれ
しいと思います。また、一人ぐらしの人も外に出て
町のみんなと会話ができるので、一人にならない
し、外に出るのが楽しみになり、その音のしん動で
電気製品や乗り物が使えるようになり、便利になり
ます。

　人間の存在を感知して自動で点灯・消灯する電灯
や自動で省電力温度を設定してくれるエアコンな
ど、環境に優しい情報技術が発展してきています。
しかし、これらの技術は資源の無駄遣いを減少しま
すが、電気をつけたら消す、水を流したら止めると
いった本来人間が行うべき行動も減少させてゆくお
それがあります。
　 年、情報技術は私達にとって単に環境を守っ
てくれるものではなくなり、環境問題と向かい合う
私達に最も良い状態を教えてくれるようになりまし
た。電気がつけっぱなしなら、自動で消灯するので
はなく 消し忘れていますよ と気付かせて、自ら消
灯するようになります。また、毎日割り箸を使わな
くなることで 木々が○本切られずに助かった と自
分の行動が地球にとって優しい振る舞いであること
を教えてくれます。便利な技術が何もかもしてくれ
るのでなく、人間が自分たちでできることを情報技
術から学習し、実践していくようになっています。

ネイチャー・テクノロジー研究会コンテスト入賞作品

幸せな体験を分かちあう場
　 　 　

●　柏木　貴行さん（東京都 飾区、 歳）
　
　 年、つい先日生まれたと思っていた娘も 歳
になった。この 年、日本は成長一辺倒の考えを改
め、「あたりまえのことが幸せ」をスローガンに社
会を変えてきた。
　「衣」のあたりまえはそれぞれが個性を持つこ
と。学校には年配者が集い、若者に裁縫の技術を教
え込む。既製品の画一的な服装にあふれていた街に
は和洋新旧の良いところを併せ持つ個性的で機能的
な服装が増えた。
　「食」のあたりまえはいつも旬のものを食べるこ
と。食べたいものを食べたい時に食べる社会から旬
の食材を工夫のレシピでゆっくり楽しむ社会に。最
近は好き嫌いという言葉を耳にしなくなった。
　「住」のあたりまえは四季を楽しむこと。緑のカ
ーテンが全世帯に普及、暗渠化されていた川も元の
姿を取り戻した。風が通り抜ける街づくりも進み、
夏に冷房を使うことは無くなった。昔は窓を閉め切
って冷房をきかせたなんて娘は想像ができないとい
う。
　間もなく生まれる娘とそんな未来で暮らしたい。

人力（ひと）エネルギー！活かす、生みだす、活気めぐる町衣・食・住のあたりまえ～１６歳の娘と暮らす未来～
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●　吉田　一富さん（岐阜県安八町、 歳）
　
　都市部の建物の壁面には必ず植物を植え街ごと緑
化を施す。地上面には見た目も感触も土の路盤材の
歩道が設けられ歩道の側面には小川のような水路を
通し常にせせらぎの音が聞こえてくる。水路の横に
も草木、花が咲き都市にいながらにして自然に触れ
ることができる。街中がまるで森の中にいるように
木で覆われ
夏の暑さを
和らげる。
風は枝を揺
らしてざわ
ざわと聞こ
える葉がこ
す れ る 音
も、小鳥の
さえずりも
人々を癒や
す。上空から街を見ると一面に緑と空の青が映る太
陽光パネルが見える。街の中には小型の風力発電、
水路には小型の水力発電機が等間隔に置かれてい
る。
　街中で光 風 水といった自然エネルギーが有効に
活用されている。森の中の都市でそれらの設備は決
してでしゃばらず、目立たず自然と調和したデザイ
ンとなっている。そこで暮らす人々は季節の穏やか
なうつろいを感じながら心穏やかに暮らしている。
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●　板谷　友香里さん（東京都港区、 歳）
　
　 年は、血縁や地縁ではなく、ひとりひとりが
幸せを分かちあいながら、困っているひとも、そう
でない人も、家族のように居心地のよい社会になっ
ています。
　「今日は、どんな遊びをしようかな！」
　学校が終わってから、学童のお迎えが来るのが待
ち遠しい時間です。
学校のクラスが世界
の全てになりがちな
小学生の子ども達に
とって、シェアカフ
ェで違う学校の仲間
や色んな年齢の大人
に会える事は世界が
広がる瞬間です。夕
方、お父さんが学童
保育へ迎えに来ました。今日は、金曜の夜。
　「折角なので、ママも呼ぼうよ！」保育園に妹を
迎えに行っていたお母さんも合流して、友達の家族
と一緒にシェアカフェでご飯を食べる事になりまし
た。ご飯を食べていると、新しく事業を起こしたい
という起業家の人の発表が始まりました。「自分で
会社を創る人もいるのか！」将来、会社に入った
り、野球の選手になるだけではなく、自分で会社を
起こす人がいる事に気づきました。

光と風と水と緑と暮らす　街づくり
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自然やいきものといっしょにくらす街
●老川　緑さん（千葉県松戸市、 歳）
　
　みどりの植物が家の壁を覆っています。特に屋上では、水田でお
米を作っています。壁の植物では、トマトやフルーツがとれて、屋
上の水田では、どじょうなどもいます。自分で食べるものが、すぐ
近くでとれます。水田の小生物、カエルやアメンボ、木にはセミの
声があり、街中に、日本の田園の夏がやってきます。夕方には、日
暮が鳴いて、それを聞いて子どもは家に帰ります。田んぼが屋根に
あるので、照らされても涼しいです。暑い日は川で遊びます。家の
横にはペットの家もあって、犬も快適に暮らせます。

●　宮地　有沙さん（東京都杉並区、 歳）

　

　私の考える 年にあるべき、心豊かなライフス

タイルは、結婚して産んだ子供と未来の子供達がよ

い環境で生活を送ってほしいので環境をより良くす

る生活をしたいと思い考えた生活です。

　私の中ではガソリンで走る車がすごく環境に悪い

と思うけど、車は日本でも世界でも大勢の人が使用

しているので、自動車の使用をやめることは無理だ

と思うから、電気自動車などの使用を大勢の人にし

てもらいたいです。でも、もし大勢の人が電気自動

車を使用したら今度は電気が必要になるので、自宅

でソーラーパネルと水車で発電をし、その分の電気

で充電して走る、という生活を送れば電気が足りる

と思います。
水車のしぶき
で、夏の朝に
は虹がかかっ
て きれいで
す 水しぶき
で温度が下が
って気持ちよ
く起きられる
から毎日がき
っと楽しくな
ります。
　水車の池ではつりもできるし、その水で畑に野菜
がつくれます。電気代やお金もかからなくなるから
景気もよくなるし楽しいと思う生活を世界中の人達
にしてほしいと思いました。

発電献電ボランティア（健康器具を使った発電巡回車をつくり、発電された電気を社会福祉施設等に献電する）積
水
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●　大野　博文さん 東京都あきる野市 歳 ／

　　土屋　めぐみさん 神奈川県大和市 歳

　

　献血車ならぬ献発電車を造り、発電機能を持った

ルームランナー、自転車、体操器具などの機器を載

せ、献血車のように人が集まるところを巡回し、ル

ームランナーや自転車などに乗ってもらい発電す

る。その電気を養護施設や老人ホームなどの社会福

祉施設に無償で提供する。体育館等の設置型健康器

具も同様に献電可能機器を設置し、養護や老人ホー

ムなどの施設に無償で提供できるようにする。
　献血が事故や病気の治療などの事後に用いられる
のに対して、献電は献電者本人の健康増進に加え社
会貢献を図ることができ、シームレスなボランティ

ア活動が老若男女にかかわらずできる。
　廃エネルギーだった人力エネルギーを発電に利用
することにより、社会的コストを引き下げ、健康増
進、ＣＯ２削減に寄与する。

虹のできる家

●　川手　真理子さん・野乃さん
（京都市左京区、 歳・９歳）
　
　 年 水力 風力 太陽光エネルギーに加えて
人力 ひと エネルギー」が普及しています。町で
は人力車をよくみかけるようになりました。長距離
の移動には、みんな電車をつかいます。人力発電車
両では、自転車型発電機にまたがり 分汗を流した
若者が「人力っぷ」をもらい旅をつづけています。
下車した町の公園では、献血車の横に「人力エネル
ギー」蓄電ｃａ
ｒがとまってい
て、ランニング
マシン型の発電
機で子づれのマ
マや休けい中の
サラリーマンが
健康づくりをし
ながらエネルギ
ーをつくってい
ます。満タンに
なった蓄電ｃａ
ｒは地域の学校
へ。学校の電気
はこのエネルギ
ーでまかなわれ
ています。学校
の子どもたちも
重要な「人力エ
ネルギー」を生み出しています。今日は学校のとな
りの「先輩のいえ」で暮らすお年寄りのもとを訪
ね、笑顔エネルギーをお届け。元気いっぱいのあい
さつは心を満タンにします。一緒にお散歩をしてよ
もぎをつみ、おだんごの作り方を教わりました。お
年寄りの知恵は「人力エネルギー」の中でも暮らし
を豊かにするものとして大切にされているのです。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ６月２６日 木曜日 　　


